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易ン■
先藁 鱒 繁 ≒』]機曇『 薫なF輩 醜 冨 は T鷹 暑 i鶴 薦 日本最初の原
子カセンターを設置する時のこと、村の「都市計画」の打合せ会で、まず『この百万坪の

敷地から放射状の退避道路 {と グリーンベル ト地帯}を敷くべきである」と提案した。一

瞬緊張の空気が流れたが、「いや原子 /」は未知の可能性と危険を学んだもの。在来産業のよ

うに公害の後追いじゃなく、あらゆる危険を考えて事前の対策を講 じておくというのは全

く新しい産業の強い責任感と評価 しよう。ただそんな予算はないので、政府が原子力予算

のなかで措置 して呉れ」と村の責任者。早速当時の原子力委員長中曽根康弘氏に陳情、原

子力予算に「原子力地帯特別整備費」として計上ビ

柏崎に原子力をと最初 |こ名乗 りを上げた小林治市J

策に役立ちたい、という一念の燃えてのこと。と1

た、各地からの「誘致」のあまりの多さに政府もi

省が「立地調査費」を計上し、毎年 5件ずつ、ごく基本的な要件 {周囲の人口密度、初歩

的な地質データ、気象データ等}を調査して、原子力立地連否の評価結果を通知していた。

大部分の地点は「不合格」の中、柏崎のみ「可能性あり」と出たことから、松根宗一氏が

遠隔立地に途惑う東電を熱心に説得し、同社もしぶしぶ「将来立地」の候補に決定した。

原子力発電所が地域産業の発展に結びつくのは容易でないと知った小林さんは、「原子力の

エネルギー l■三分の二も海に出ていて ももったぃない文 地域で何んとか利用出来ないもの

か」と私の許に来訪され、捨山義雄東大教授と二人で、炭鉱の廃熱を利用していた常磐ハワ

イアン・センターに一泊し、徹夜で温案や養魚への利用の熱烈な議論に、下戸の私も付き合

つた思い出が懐かしい。

このように、被爆国としての「平和利用への期待」を背景に、関係者と国民との間の強い

信頼のもとに始まった原子力開発が、何ゆえ今 日のような不信と不安の真っ只中にあるの

か。総括すれば、関係者が原子力の危険性とその対策を率直・詳細に説明する繁を厭い、「安

全神話」に逃げ込んだ果でに、事故や故障の情報等の隠匿・改ざんを重ねた末であろう。

この本『原発と地震」 lt~徹底的に摘かれている、原子力事業者・市民・ 中央地方の首長と

規制機関・学者のFHlの、問題吟たらL7Nまわしの真相は、「大事故を起したら終わりだから』

という本の帯封の意味深長な言葉と相まって、原子力発電所のみならず、社会的に関心の

高い「耐震問題」についての日本の現状を知る上でも、はじめての総合解説書と言えよう。

しかし原子力発電に限つて言えば、安全問題はなにも鞠繭壽」に止まらない。例えば、説明

のさらに煩雑なのは放射線安全であり、おなじ『神話」に逃避する危険の兆候を、わたし

は危惧している。

柏崎七号基の運転再開に当たり、知事の「安全より安心」とい う言葉に、その悩みの深さ

軍曇雪iつ

つも｀事態の深刻さと平和利用の創

弔

者の一人としての責任感に苛まれる昨今
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